
例:  Attribute Gauge.jmp (ヘルプ > サンプルデータ)

計数値の測定システム分析

計数値の測定システムはカテゴリカルな応答を生成します（例：合格か不合格、複数のカテゴリや順位での評

価への分類）。このページでは、計数値の測定システム分析（MSA）について、判定者（鑑定者）間や同一の判
定者内での一致性の分析や基準（専門家）との一致性の分析を含めて説明します。これらの分析用に、判定

者の結果は別々の列に記入されています。

計数値の測定システム分析

1. 分析 > 品質と工程 > 計量値/計数値ゲージチャートを
選択します。

2. 列の選択から質的変数（赤または緑の棒グラフ、通常
は判定者）を選択し、Y, 応答変数をクリックします。

3. グループ変数（通常は部品）を選択し、X, グループ変数
をクリックします。

4. 基準（専門家）との一致性の分析を行う場合、基準（専
門家もしくは参照）を選択し、基準をクリックします。

5. チャートの種類が計数値（上記手順で通常はこの設定となります）であることを確認し、OK をクリックします。

JMPは一致性を評価する計数値用ゲージチャートと他のいくつかのレポートを表示します:  

 計数値用ゲージチャート（下図左）は、各部品内（上側）と各判定者内での一致性（％）を表示します。この

図の場合、部品 6 と 14は判定者にとっては難しく（一致性が低い）、判定者 A と Bは、判定者 Cより全体
的に一致性が僅かに高かったことを示しています。一致性レポート（下図左では表示されていません）は、

判定者と全体での一致性を要約しています。

 一致性の比較レポート（下図中央）は、判定者のペアごと及び判定者と基準でのカッパ統計量を表示しま

す。カッパ統計量は偶然によらない一致性の指標です。一般的に、カッパ値が0.6より大きい場合、一致性
があることを示します。

 有効性レポート（下図右）は、基準と判定者との一致性を要約しています。さらに、誤分類の表と判定者ご

とに誤って警告を発生する確率と見逃してしまう確率を示す適合性レポートを含んでいます。

注意:  詳細に関しては、JMPのヘルプで「カッパ」と検索いただくか、もしくは、品質と工程（ヘルプ> ドキュメンテ
ーション以下）で「変動性図」の箇所をご参照ください。
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